
いばらき原発県民投票の会
講演会

原発再稼働
～葬られた過酷事故の教訓～

講師：日野行介（ひの・こうすけ）
ジャーナリスト
1975年生まれ  元毎日新聞記者

著者が語る！

撮影：加藤栄 茨城県には東海村に東海第二発電所（東海第二原発）があり、1978年に運転を開始しました。
東日本大震災以降、運転は停止。現在、再稼働へ向け準備が進められています。
つくば市から約60㎞に位置し、半径30km圏内には全国最多の94万人が居住。

今回講師にお迎えするのは、徹底的な「調査報道」と「公文書公開」により原発
行政の根幹に迫り、数々の著書を発刊してきた元毎日新聞記者の日野行介さん。
現在は、原発を見つめ続け、新刊「原発再稼働　葬られた過酷事故の教訓」では、
東海第二発電所の避難計画の虚構性にも言及しています。

福島原発事故から12年。政府は原発を60年以上使用する方針を発表。
電力不足キャンペーンで原発再稼働支持が広がっています。
私たちのおかれている状況と未来について、今一度、見つめなおしてみませんか？

と　き：２０２３年４月９日（日）14：00～16：30

ところ：つくば国際会議場エポカル大会議室102

定員
100名

（つくば市竹園２丁目２０－３）

資        料        代 ：３００円
主　　　　  催：いばらき原発県民投票の会
共　　　　  催：つくば・市民ネットワーク
申込・お問合せ：事務局　北口（090-9373-4100）
※コロナ等の状況で人数制限も予測されます。事前予約をお願いいたします。
※お車の方は会場周辺の有料駐車場をご利用ください。

↑こちらからでも
申し込みできます。
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